





















































































































































































































































































































できないささやきの責任者 responsable de cet inqualiable murmure にしてしまう一
つの方式その結果ほらここにそのささやきの最後の断片が完全に」(40)。ここにブ





































で「nous avec lui 」と反復され、「待たねばならない」と言いながら「ああ、すべ
てが終わるOh, tout nir」と宣言するに至る一連の流れである。最初に引用とし
て出てくるen nir avec luiはあくまで慣用句として一つのまとまりで捉えられて
いる。しかしそれに続くブランショの文章は、avec luiとnirを分割し、それぞれ
独立に用いることで、慣用句を読み変えようとしているように見えるのだ。つま
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